
朝日大学病院を受診された患者さまへ

研究情報の公開について(オプトアウト)

通常、臨床研究を実施する際には、文書もしくは口頭で説明し同意をいただきます。臨床研究のうち、

患者さまへの侵や介入もなく診療情報等の情報のみを用いるものは、国の定めにより、対象となる

患者さまのお一人ずつから直接同意を得る必要はなく、研究の目的や方法などの情報を公開のうえ、

拒否の機会を保障しなければならないものとされております。このような手法を「オプトアウト」と

いいます。当院では、このオプトアウトを用いた研究を下記のとおり行います。研究への協力を希望

されない場合は、下記に記載の担当者までお知らせください。

天萢癒あるいは類天庖癒の難治例に対する血奬交換治療の施行方法につい
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難治性の天庖癒、類天萢癒に血柴交換療法を行う際にどのような方法で施行

すると有効性が高いかを調べることを目的としています。

当院医学倫理審査委員会承認後から2028年3月31日まで

診療録から、血奬交換療法の種類、回数、頻度、併用療法などを調べます。

そして臨床的指標、血液中のlgG値、自己抗体価の点から効果を評価して、

血柴交換療法の施行方法との関連を検討します。
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情報はすべて匿名化され、個人が特定されることはありません。

研究結果が公表される場合にも個人が特定されることはありません
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